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■施工の際は以下の工具をご用意ください。
 ● 電動ドリル（＋1番、2番ビット）
 ● コンベックス等測定機器
 ● 水準器
 ● 手回しドライバー
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この説明書は、扉の吊込や調整方法が記載されておりますので、工事期間中は
施工された枠に養生テープで貼りつけるなどして目立つように保管し、紛失
しないようご注意ください。

要　　保　　管

※この説明書には扉の調整方法・
　お手入れ方法が記載されています。 

必ずお施主様にこの説明書をお渡し
ください。 

施工説明書・取扱説明書
施工業者様用・お施主様用

施工上のご注意
●本製品は、高さカットなしで床上に

施工する仕様としております。
枠をカットせずにお使いください。

縦
枠
下
部

おもいやりドア

片開き／親子／親親
〈固定枠／見切枠〉

●この製品の性能と安全性を確保するために、こ
の施工説明書をよくお読みいただき、手順通り
に正しく施工してください。

●この説明書に出てくる　 注意や　 施工上のご
注意 は、施工上重要な内容が記載されていま
すので、注意深く読み、よく理解してから作業
してください。

●製品を廃棄する際は、法律および地方自治体の
規則に基いて適切に処理してください。

●梱包材や残材は、法律に従って適切に処理して
ください。
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施工上のご注意 使用上のご注意

 注意
●このドアは室内専用
　ドアです。
　他の用途へのご使用
　はおやめください。

●枠の水平・垂直を確認してから取り付けてください。
　扉が閉まりにくくなったり、枠との間に隙間ができる
　原因となります。

●扉・枠及び金具、ガラスに工具などを
　ぶつけたり、運搬時にひきずらないよ
　うにご注意ください。
　傷をつけるおそれがあります。

たおれ たいこ つづみ 傾き ねじれ 

 注意
●扉の開閉は、静かに行ってください。
　乱暴に扱うと扉が破損したり脱落するお
　それがあります。

●扉にぶつかったり、
　扉にもたれたりしない
　でください。
　扉が破損したり、脱落
　するおそれがあります。

●扉と枠の間や、扉どうしの隙間に指
　をはさまないよう注意してください。
　特にご高齢の方や小さなお子様には
　十分ご注意ください。

●ストーブ等の熱源を近づけない
　でください。
　扉が反ったり、表面がゆがんだり
　することがあります。

●ガラスに強い衝撃を与え
　たり、物をぶつけたり
　しないでください。ガ
　ラスが割れるおそれが
　あります。特にご高齢
　の方や小さなお子様に
　は十分ご注意ください。

●ドアクローザ（オプション）を使用する場合、閉じ速度
　を遅くしたり、無理な力で扉を閉めないでください。
　丁番を傷める原因となります。

●扉や枠の清掃は、乾拭き又は中性洗剤を薄
　めて、硬く絞って拭いてください。
　シンナー・ベンジン等を使用すると、表面の
　艶が変わったり、変色する場合がありますの
　で、避けてください。

●ガラスや樹脂の採光部の清掃は水または薄め
　た中性洗剤を用いて、柔らかい布で軽く拭い
　てください。

●工事が完成するまでの間、扉は立てかけて保管しな
　いでください。
●照明灯、ストーブ等を近づけすぎないでください。
　熱によるシート変色、ふくれ等の原因となります。
●扉を一度取りはずし、再度取り付ける場合は、本書
　の施工手順を参照いただき、手順にしたがって行っ
　てください。

施工上のご注意

お手入れの方法

お願い
粘着テープやシールを長時間貼り付けたままにしないで
ください。シートが破れたり、塗装がはがれたりするこ
とがあります。

警告表示の種類と内容

弊社製品を長時間安全に使えるよう施工するために、またトラブルのない確実な施工をしていただく
ために、以下のことを必ずお守りください。

警告 誤った取扱いにより死亡や重傷などに結びつく可能性のある内容

注意 誤った取扱いにより傷害または家屋・家財などの損害に結びつく内容

してはいけない内容です
留意事項、操作方法、使
用・お手入れ方法等必ず実行していただく内容です お願い

本文中に使われている図・記号の意味は次のとおりです。

安全上のご注意（必ずお守りいただきたいこと）
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全体図

⑰丁番

①扉本体

⑭把手座

⑮レバーハンドル

③戸当たり
現場にて
カットして
ください。

⑥
枠
本
体②錠

　枠ガード部材
 （オプション）

キーレックスの場合

錠

本体

㉑ドアクローザ
　（オプション）

⑯キーレックス
　縦枠（見切枠）

見切

　枠ガード部材
　（見切枠用
　　・オプション）

枠ガード部材
（見切枠用・
オプション）

見切枠

見切枠 固定枠 見切枠 固定枠

⑦
ラ
ッ
チ
受

見切

枠ガード部材
（見切枠用・
オプション）

⑰丁番 

⑳薄型沓摺
⑫フランス落とし受座 

 

把手座 錠

⑰丁番 

⑳薄型沓摺
⑫フランス落とし受座 

⑧戸当り
現場にてカットしてください。

⑧戸当り
現場にてカットしてください。

※親子・親親には取付不可

 

⑭把手座

⑮レバー
ハンドル

②錠

④フランス落とし 

縦枠
（見切枠）

見切

縦枠
（見切枠）

⑥
枠
本
体 枠

本
体

①
親
扉
本
体

親
扉
本
体

①
子
扉
本
体

③
ラ
ッ
チ
受

ラ
ッ
チ
受

親子ドア（木製枠） 親親ドア（木製枠）

レバー
ハンドル

④フランス落とし 
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必要梱包
扉セット＋枠セット＋把手セット＋丁番セット
※ドアクローザ、簡易本締錠、美和ロック本締錠、沓摺、枠ガード部材を使用する場合は別途、各セットが必要です。

部材・部品表（施工前に必ず部品を確認してください。)

※薄壁枠には
　同梱されていません　

⑥
⑦
⑧

⑨

⑩

⑪
⑫
⑬
⑭
⑮
⑯
⑰
⑱
⑲
⑳
㉑
㉒
㉓

枠本体
ラッチ受
戸当たり

　　枠組立ビス

　　枠調整ビス

　　戸当たり用接着剤
フランス落し受座
施工説明書・取扱説明書
把手座（レバーハンドルの場合）

レバーハンドル
キーレックス
丁番
丁番取付ビス（扉側用）
丁番取付ビス（枠側用）
薄型沓摺　本体
ドアクローザ
簡易本締錠
美和ロック本締錠

枠セット

把手セット

丁番セット

沓摺セット
金具・その他

扉セット ① 扉本体

② 錠
③ ラッチ受
④ フランス落し
⑤ ダミーレバー固定金具

部品名称
数　量

1

1 扉本体に取付済
扉本体に取付済

2
（親扉１、子扉１）

1（親扉のみ）

2
（親扉１、受扉１）

片開き 親　子 親　親

1（親扉のみ）
－ 1（子扉のみ） 1（受扉のみ）
－ 子扉、受扉に取付済2 2
－ 受扉に同梱－ 1
1
1

縦用2(ｸｯｼｮﾝ有無各1)
横用1(ｸｯｼｮﾝ無)

 4

10

1
－
1
1
1
1
3

12
15
－
1
1
1

３方枠(縦枠2、上枠1)
枠本体に取付済

φ4.2×50

φ5.3×55

取付ビスφ2.7×16
必ずお施主様にお渡しください。

本体、錠、受座
親子・親親は左右各1セット
φ3.8×25
M4×25

錠本体、チューブラ錠、受座
錠本体、ケース錠、受座

1
－

縦用2(ｸｯｼｮﾝ無)
横用1(ｸｯｼｮﾝ有)

4

10

2
2
1
1
1
－
6

24
30
1
1
1
1

1
－

縦用2(ｸｯｼｮﾝ無)
横用1(ｸｯｼｮﾝ有)

4

10

2
2
1
2
2
－
6

24
30
1
2
1
1

備　考

金
具
セ
ッ
ト
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施工方法
1. 準  備

2. 枠の組み立て

枠を組み立てます。
必要に応じて枠の裏側に
壁ボードの溝加工を行
なってください。

壁ボード

枠組立ビス
φ4.2×55

取付ビス
φ2.7×16沓摺取付 

フランス落とし受座の向きに
注意して、枠を組み立てて
ください。

※同梱のビスを使用して
　ください。 

上枠・沓摺にフランス落とし受座を
取り付けてください。 

フランス落とし受座 

上枠取付 

●親子ドア・親親ドアの場合　

施工上のご注意
●本製品は、高さカットなしで

床上に施工する仕様として
おります。

枠をカットせずに
お使いください。

枠組立ビス
φ4.2×50

フ
ラ
ン
ス
落
と
し

受
座
位
置

縦
枠
下
部

 ◆開口部の確認をしてください。

◆梱包をあけて、不足部品がないか確認してください。

90° 

90° 

90° 

対角線を同じ
寸法にする

90° 

 注意 柱、床、まぐさの水平、垂直が
でていないと右図の原因となり、
扉が閉まらないことがあります。

たおれ たいこ つづみ 傾き ねじれ 

・本製品は、高さカットなしで床上に施工する仕様としております。
　枠をカットせずにお使いください。

施工の前に 

・開口部の幅・高さの寸法を十分に確保してください。
・柱の垂直、床・まぐさの水平を、下げ振り・水準器でよく確認してください。
・軽量鉄骨下地の場合は、開口部に補強材が必要になるため、
　開口方法は現場にて調整してください。

縦
枠
下
部

梁が弱いと上枠が垂れ下がり、扉がスムーズに開閉できなくなるおそれがあります。

軽量鉄骨
下地の

開口補強材

鋼鉄材の厚み1.6mm以上
※公共建築工事標準仕様による場合
※鋼鉄材の代わりに下地と同幅の

12mm厚合板を使用しても可。
※枠固定用のビスは、サラドリルビス

（φ4、長さ50mm以上）を
現場手配する。

開口補強材

スペーサー
（9～12mm厚）

サラドリルビス

軽量鉄骨

220121-IN-089-LD-OMKA-STM
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施工方法
3. 開口部への枠の取り付け

①枠を開口部にはめこんで丁番側の枠の上側丁番ベース
　中央部の戸当たり溝を枠調整ビスで仮固定します。
　（枠調整ビスは木材下地の場合のみ。軽量鉄骨下地の
　場合、ビスは現場で手配してください。）
　（薄壁枠には枠調整ビスは同梱しておりません。ビス
　は現場で手配してください。）

 

②下げ振りを使って垂直をだしてから、丁番側の枠の下
　側丁番ベース中央部の戸当たり溝から枠調整ビスで仮
　固定します。 
③水準器で上枠の水平を見ながらラッチ側の枠の上部を
　枠調整ビスで仮固定します。 

④下げ振りを使って垂直をだしてから、ラッチ側の枠の
　下側を枠調整ビスで仮固定します。 

 

⑥調整後、枠調整ビスの上下に木工ボンド（現場手配）
　を塗ったカイモノ（幅＝柱幅程度 × 高さ＝100ミリ
　以上）を入れてください。 

⑦枠の前後、左右のたわみがない様に調整後カイモノを
　して、残りの枠調整ビスで本固定してください。 

①②③④部分のカイモノは下図のよう
にビスの上下に入れてください。
※必ずカイモノに木工ボンド（現場手配）
　を塗ってください。

カイモノ 

100ミリ
 以上

100ミリ
 以上

柱枠

枠調整ビスφ5.3×55

取付ビス
φ2.7×16

カイモノ ラッチ側

①

②④

⑦

③

丁番側

F.L

枠調整ビスを時計

方向に回した時  

枠調整ビスを反時計

方向に回した時  

（1）まず枠調整ビスで
　　　枠を固定します。

（2）枠調整ビスを回すことで、
　　　柱と枠の間の隙間を調整
　　　することができます。

 注意 ●枠調整ビスでの調整には必ず手動ドライバーをご使用
　ください。電動ドライバーを使用すると、ビス頭がつ
　ぶれ調整ができなくなります。
●調整丁番は施工後の経時変化のための微調整ですので
　枠の調整はしっかり行ってください。

 注意 カイモノを入れないと、枠がぐらつき、丁番が破損した
り、壁と枠の間に隙間が発生するおそれがあります。

（P.4のつづき）

φ13

24

深さ 
16

親子：404.5
親親：714.5（標準サイズの場合）
　　　（枠外幅－76）÷2（幅特注の場合）

●親子ドア・親親ドアの場合　

沓摺を使用しない場合、床に図の加工
を行いフランス落とし受座を取付けて
ください。 

※開口部に枠を取り付けた後に
　行なってください。 

⑤枠の左右調整は次のように行ってください。

現場手配
（サラドリルビスφ4、
長さ50mm以上） ※開口補強枠にφ3のリード穴をあけ、

　サラドリルビスで固定してください。
　軽量鉄骨などの下地の場合、製品に同梱の
　枠固定ビス(φ5.3×55）は使用できません。

スペーサー（9～12mm厚）
軽量鉄骨

材厚1.6mm以上の鋼鉄開口補強材
※12mmm厚の合板に代替可軽量鉄骨の場合

木下地の場合

220121-IN-089-LD-OMKA-STM
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施工方法
3. 開口部への枠の取り付け

①枠を開口部にはめこんで丁番側の枠の上側丁番ベース
　中央部の戸当たり溝を枠調整ビスで仮固定します。
　（枠調整ビスは木材下地の場合のみ。軽量鉄骨下地の
　場合、ビスは現場で手配してください。）
　（薄壁枠には枠調整ビスは同梱しておりません。ビス
　は現場で手配してください。）

 

②下げ振りを使って垂直をだしてから、丁番側の枠の下
　側丁番ベース中央部の戸当たり溝から枠調整ビスで仮
　固定します。 
③水準器で上枠の水平を見ながらラッチ側の枠の上部を
　枠調整ビスで仮固定します。 

④下げ振りを使って垂直をだしてから、ラッチ側の枠の
　下側を枠調整ビスで仮固定します。 

 

⑥調整後、枠調整ビスの上下に木工ボンド（現場手配）
　を塗ったカイモノ（幅＝柱幅程度 × 高さ＝100ミリ
　以上）を入れてください。 

⑦枠の前後、左右のたわみがない様に調整後カイモノを
　して、残りの枠調整ビスで本固定してください。 

①②③④部分のカイモノは下図のよう
にビスの上下に入れてください。
※必ずカイモノに木工ボンド（現場手配）
　を塗ってください。

カイモノ 

100ミリ
 以上

100ミリ
 以上

柱枠

枠調整ビスφ5.3×55

取付ビス
φ2.7×16

カイモノ ラッチ側

①

②④

⑦

③

丁番側

F.L

枠調整ビスを時計

方向に回した時  

枠調整ビスを反時計

方向に回した時  

（1）まず枠調整ビスで
　　　枠を固定します。

（2）枠調整ビスを回すことで、
　　　柱と枠の間の隙間を調整
　　　することができます。

 注意 ●枠調整ビスでの調整には必ず手動ドライバーをご使用
　ください。電動ドライバーを使用すると、ビス頭がつ
　ぶれ調整ができなくなります。
●調整丁番は施工後の経時変化のための微調整ですので
　枠の調整はしっかり行ってください。

 注意 カイモノを入れないと、枠がぐらつき、丁番が破損した
り、壁と枠の間に隙間が発生するおそれがあります。

（P.4のつづき）

φ13

24

深さ 
16

親子：404.5
親親：714.5（標準サイズの場合）
　　　（枠外幅－76）÷2（幅特注の場合）

●親子ドア・親親ドアの場合　

沓摺を使用しない場合、床に図の加工
を行いフランス落とし受座を取付けて
ください。 

※開口部に枠を取り付けた後に
　行なってください。 

⑤枠の左右調整は次のように行ってください。

現場手配
（サラドリルビスφ4、
長さ50mm以上） ※開口補強枠にφ3のリード穴をあけ、

　サラドリルビスで固定してください。
　軽量鉄骨などの下地の場合、製品に同梱の
　枠固定ビス(φ5.3×55）は使用できません。

スペーサー（9～12mm厚）
軽量鉄骨

材厚1.6mm以上の鋼鉄開口補強材
※12mmm厚の合板に代替可軽量鉄骨の場合

木下地の場合

4. 扉の吊り込み ※イラストは右開きの場合です

①扉側丁番に付いている丁番プレートを外します。 

②扉に扉側丁番を同梱のビス（φ3.8×25）で、
　枠に枠側丁番を同梱のネジ（M4.0×25）で
　取り付けます。

 

※上用丁番は赤色の袋、中用・下用丁番は透明の袋に入っ
　ています。
※扉側丁番の中用と下用は同じものです。
※扉は左右兼用になっていますので右吊・左吊に注意して
　扉側丁番を取り付けてください。

③扉を枠に吊り込みます。 

固
定

ね
じ

前
後

ラ
ッ

チ
吊

元
固

定
ね

じ

右下R
丁番プレート

扉側丁番

固
定

ね
じ

前
後

ラ
ッ

チ
吊

元
固

定
ね

じ

右上R

扉側

軸芯が
長いものが上用です

上
枠側

上

固
定

ね
じ

前
後

ラ
ッ

チ
吊

元
固

定
ね

じ

右下R

下中 下中
 注意 ●丁番の上用、中用・下用を間違えないようご注

　意ください。
●全てのネジを取り付けた後再度増し締めをして
　ください。

 注意 扉と枠の隙間が下記の寸法になっているか確認し、
大きく違う場合は枠の建てつけ調整を再度行って
ください。

4.5 3.5

3

※吊り込みは扉を90゜開いた状態で
　行ってください。

●扉の外しかた

・メンテナンス時など扉を外す際には、
　吊り込み時とおなじく、扉を90°開き、
　真上に持ち上げて取外してください。

扉

220121-IN-089-LD-OMKA-STM
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5. レバーの取り付け

把手座とレバーハンドルを
取り付けます。

※取り付け方法は
　把手セットに同梱の
　取付説明書を
　ご覧ください。

◆左吊元扉の場合は下の通りラッチの
　先端の向きを反転させてください。
※扉は出荷時は右吊元になっています。
※キーレックスはラッチ反転の必要はありません。

6. 戸当たりの取り付け
戸当たりを枠のサイズに合わせてカットし
ドア枠に接着します。
※必ず接着剤を使用してください。

施工上のご注意
●クッション付はラッチ側枠（親子・親親の場合は
　上枠）に取り付けてください。
●クッションをドア側に向けて取り付けてください。
●戸当たりは長めになっていますので縦勝ち、横勝ち
　のいずれにでも施工できます。

●キーレックスの場合（片開きのみ）
ADS錠、受座、キーレックス本体を
取り付けます。 ※取り付け方法は

　キーレックスに
　同梱の取付説明書
　をご覧ください。

●親親の場合

※ラッチカバーには上下が
　あります。

①ビスをはずしてラッチ
　カバーをはずします。

②ラッチ先端部だけを
　反転させます。

③ラッチカバーを
　ビスで取り付け
　ます。ラッチ本体は反転

させないでください。
注意

戸当たり用専用接着剤
（同梱品）

 注意 接着剤がまんべんなく行き渡るように
下図のように塗布してください。
接着剤の量が少ないと扉の開閉時に戸
当たりがはずれるおそれがあります。

枠溝に縦2本接着剤を
塗布してください。

接着剤縦勝ち 横勝ち

（P.6のつづき）施工方法

〈長座〉 〈丸座〉
※長座・丸座の場合はダミーレバー
　固定金具を穴の中に入れ、座の
　両面をビスで扉に固定します。

手順 1

手順 1

手順 1

手順 2

手順 2

手順 2

手順 1
手順 2

1

2

3

4

5

ハンドル座のオス側の突起をニッパー
等でカットします。

　　　　　ハンドル座のメス側に固定金
具を挿し込みます。
　　　　　ハンドル本体（芯棒あり）を
挿し込みます。

ハンドル座のオス側の穴（2ヶ所）に
ネジを挿します。

ハンドル本体（芯棒なし）を
取り付けます。

　　　　　ハンドル本体（芯棒あり）を
セットします。　　　　　　反対側から座
（オス側・ネジ付）を挿し込み、ネジを
締めます。

手順2のネジ締め込みの際、座が動かないよう

しっかりと締めてください。

注意

必ずオス側のハンドル座の突起をカットしてください。

（メス側の突起をカットすると、 ハンドルの取付ができ

 なくなります。）

足に穴がある

※カットNG

足に穴がない

オス

オス

φ3.5 × 40

※φ3.5×16 mm のネジは本85ハンドルには使用しません。

メス

オス

メス

メス

オス

注意

ハンドルはしっかり押し

付けて固定してください。

注意

220121-IN-089-LD-OMKA-STM
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5. レバーの取り付け

把手座とレバーハンドルを
取り付けます。

※取り付け方法は
　把手セットに同梱の
　取付説明書を
　ご覧ください。

◆左吊元扉の場合は下の通りラッチの
　先端の向きを反転させてください。
※扉は出荷時は右吊元になっています。
※キーレックスはラッチ反転の必要はありません。

6. 戸当たりの取り付け
戸当たりを枠のサイズに合わせてカットし
ドア枠に接着します。
※必ず接着剤を使用してください。

施工上のご注意
●クッション付はラッチ側枠（親子・親親の場合は
　上枠）に取り付けてください。
●クッションをドア側に向けて取り付けてください。
●戸当たりは長めになっていますので縦勝ち、横勝ち
　のいずれにでも施工できます。

●キーレックスの場合（片開きのみ）
ADS錠、受座、キーレックス本体を
取り付けます。 ※取り付け方法は

　キーレックスに
　同梱の取付説明書
　をご覧ください。

●親親の場合

※ラッチカバーには上下が
　あります。

①ビスをはずしてラッチ
　カバーをはずします。

②ラッチ先端部だけを
　反転させます。

③ラッチカバーを
　ビスで取り付け
　ます。ラッチ本体は反転

させないでください。
注意

戸当たり用専用接着剤
（同梱品）

 注意 接着剤がまんべんなく行き渡るように
下図のように塗布してください。
接着剤の量が少ないと扉の開閉時に戸
当たりがはずれるおそれがあります。

枠溝に縦2本接着剤を
塗布してください。

接着剤縦勝ち 横勝ち

（P.6のつづき）施工方法

〈長座〉 〈丸座〉
※長座・丸座の場合はダミーレバー
　固定金具を穴の中に入れ、座の
　両面をビスで扉に固定します。

手順 1

手順 1

手順 1

手順 2

手順 2

手順 2

手順 1
手順 2

1

2

3

4

5

ハンドル座のオス側の突起をニッパー
等でカットします。

　　　　　ハンドル座のメス側に固定金
具を挿し込みます。
　　　　　ハンドル本体（芯棒あり）を
挿し込みます。

ハンドル座のオス側の穴（2ヶ所）に
ネジを挿します。

ハンドル本体（芯棒なし）を
取り付けます。

　　　　　ハンドル本体（芯棒あり）を
セットします。　　　　　　反対側から座
（オス側・ネジ付）を挿し込み、ネジを
締めます。

手順2のネジ締め込みの際、座が動かないよう

しっかりと締めてください。

注意

必ずオス側のハンドル座の突起をカットしてください。

（メス側の突起をカットすると、 ハンドルの取付ができ

 なくなります。）

足に穴がある

※カットNG

足に穴がない

オス

オス

φ3.5 × 40

※φ3.5×16 mm のネジは本85ハンドルには使用しません。

メス

オス

メス

メス

オス

注意

ハンドルはしっかり押し

付けて固定してください。

注意

7. 丁番の調整

扉を開閉して、扉があたる場合は、調整丁番にて扉の傾きを調整してください。

手順 固定ネジ ゆるめる

調整ネジ

開閉して隙間等確認

で調整

固定ネジ しめる

固定ネジは確実に締めつけ
てください。締めつけがゆる
いと使用中に固定ネジがゆ
るみ丁番が破損したり扉が
脱落するおそれがあります。

注意

丁番の調整には必
ず手動ドライバー
をご使用ください。

注意

固
定

ね
じ

前
後

ラ
ッ

チ
吊

元
固

定
ね

じ

右下

固定ネジ

固定ネジ

左右

前後

固
定
ネ
ジ

左右方向の調整  　 扉を開閉して、枠とあたる部分が下図の位置の場合、
○印のついた丁番を矢印：　  の方向に調整してください。

（調整可能範囲4mm）

※扉が自動的に開閉してしまう時は、扉が枠にあたらない範囲
　で以下の調整を行ってください。
　・扉が閉まってくる場合…上用丁番にて扉を丁番側に寄せる
　・扉が開いてくる場合……上用丁番にて扉をラッチ側に寄せる

上下方向の調整 　 扉を開閉して、枠とあたる部分が下図の位置の場合、
○印のついた丁番のキャップをはずし、矢印：　  の方向に調整してください。

 （調整可能範囲4mm）

※調整が終わったら、キャップを取り付けてください。（固定ネジはありません）

前後方向の調整 　 扉を開閉して、枠とあたる部分が下図の位置の場合、
○印のついた丁番を矢印：　  の方向に調整してください。

 （調整可能範囲4mm）

※丁番の調整が終わったら、必ず固定ネジを締めつけてください。

※丁番の調整が終わったら、必ず固定ネジを締めつけてください。

この向きに回す
と扉が吊元側
に動きます。

この向きに回すと
扉がラッチ側に動きます。

プラスドライバー

左
右
調
整
ネ
ジ

枠 扉

この向きに
回すと扉が上に
上がります。

この向きに
回すと扉が下に
下がります。

※上下調整は中用と下用の丁番のみです。
※調整後、上用丁番扉側キャップを軸が
　かくれる位置に移動してください。　

枠

扉

この向きに回すと
扉が戸当たり側
に引っ込みます。

この向きに回すと
扉が手前に出ます。

前
後
調
整
ネ
ジ

枠 扉

220121-IN-089-LD-OMKA-STM
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8. ラッチ受けの調整（レバーハンドルの場合）

扉がガタついたり、ラッチがかかり
にくい場合はプラスドライバーで調
整ラッチ受座を調整してください。
※キーレックスにはラッチ受けの調整機能
　はありません。

9. 丁番プレートの取り付け

丁番プレートを取り付けます。

まわす

調整ラッチ受座の操作方法

（調整可能範囲5mm） <ドアがガタつく場合> <ラッチがかからない場合>

ドア枠

扉 扉 

ドア枠
スキ間がある 

固
定

ね
じ

前
後

ラ
ッ

チ
吊

元
固

定
ね

じ

右下R

丁番プレート

扉枠

10. 枠ガード（オプション）の取り付け

①枠ガード部材を枠のサイズ
　（F.L～ラッチ受下）に合わ
　せてカットします。

③両面テープをはがし、
　枠の下端を合わせて
　貼ります。 枠ガード部材

枠ガード部材 
見切 

見切 

枠ガード部材は、見切と枠本体の
両方に貼ってください。

見切に木工ボンド（現場手配）
を塗布してください。
その際、ラッチ受座位置の部
分には塗布しないでください。
ラッチ受けの調整ができなく
なる場合があります。

②枠の表面をサンドペーパー
　で軽く荒らし、ホコリを
　拭き取ってから貼り付けて
　ください。

●見切枠の場合

壁の施工が終了してから、見切を取付けてください。 

11. 見切の取り付け 

ラ
ッ
チ
受

ラ
ッ
チ
受

施工方法 （P.8のつづき）

まわす

<ドアがガタつく場合> <ラッチがかからない場合>

スキ間がある

ラッチ受
扉 ラッチ受

扉

●親子・親親の場合　

220121-IN-089-LD-OMKA-STM
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12. ドアクローザ（オプション）の取り付け

ドアクローザを取り付けます。
※取り付け方法・調整方法はドアクローザに同梱の取扱説明書をご覧ください。
※親子の子扉には取付できません。

施工上のご注意
●閉じ速度は、ドア開き角度９０゜～０゜までを５秒以内の適正速度にして
　ください。閉じ速度を遅くしすぎると、丁番を傷める原因となります。
●その他使用上のご注意は、ドアクローザに同梱の「ドアクローザ付きドア
　使用上のご注意」を必ずご確認ください。 

14. 養生

工事が完成するまで扉・枠をダンボールなどで
養生してください。その際、養生テープを沓擦
に直貼り使用すると、塗装が剥がれる事があり
ますので、直接貼らないようにしてください。

施工上のご注意
●金具は布・ミラーマットなどで養生してください。
●扉を壁にたてかけて保管しないでください。

13. ドアスコープの取り付け
オプションで「ドアスコープ付き」を選択された場合、
扉中央部分にドアスコープ部材が取付済で納品されます。

出荷時は、右開き（室内側に立って、ハンドルが左側）
となるように取付られておりますので、左開きの場合は
ドアスコープ部材を一度はずして、前後を変えて、再度
扉に取付けてください。

注意： 
扉の戸先上端部にあるのは
「明かり窓」ですので、
取り外しできません。

（ドアスコープは、扉中央
　部に取付けられています）

 （室内側）

  ドアスコープ
（室外側）

 （室内側）

室内側から、マイナス
ドライバーやコインで
回すと取り外せます。

明かり窓

ドアスコープ

  扉

不燃面材扉を 防煙区画対応 常時閉鎖式建具 としてのご使用の場合は、
「ストッパー無しのドアクローザー」をお使いください。
建築基準法令（法35条、施行令126条の2、3）における防煙区画対応が必要な建築物で、「垂れ壁300mm
かつ常時閉鎖式の不燃材料の戸」としてストッパー付きドアクローザを使用される場合は、「常時閉鎖」と認
められない場合があります。
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固定枠

見切枠

正面図 縦断面図

横断面図

縦枠断面図

上枠断面図

【扉幅】：817

【枠外幅】：875

60

キーレックス仕様 標準レバー

【
レ

バ
ー

高
】：

9
3

2

【
レ

バ
ー

高
】：

9
5

6

60

【
枠

外
高

】
:2

0
3

3
･1

9
0

0

1
3

3
2

5
【

扉
　

高
】

:1
9

9
2

･1
8

5
9

▽ＦＬ

1
2

36.1 2.52.9
41.5 25 D

3.5

※ラッチ側のみ、戸当パッキン有

12 【戸当内幅】：801

【有効開口】：753

12

【枠内幅】：825 25

【扉　幅】：8174.5

【枠外幅】：875
25

2
5

1
2

2
5

1
2

2.52.5 B

E
F

F

見込呼称

113
139
149
154
169

縦枠全幅
A

113
139
149
154
169

上枠全幅
B

108
134
144
149
164

縦枠幅
C
44
70
80
85
100

上枠幅
D

41.5
67.5
77.5
82.5
97.5

代表壁厚
E

90
115
125
130
145

チリ
F

11.5
12
12
12
12

C
2

5
4

4

A
2

0
2

0

60

C2544

A
20 20

41.5 25 D

B
20 20

※上記の有効開口は、レバーハンドルなしでの寸法です。

片開き（木製枠）

製品寸法図

縦枠断面図 上枠断面図

標準レバー

【扉幅】：817

【枠外幅】：875

【
レ

バ
ー

高
】：

9
3

2

【
レ

バ
ー

高
】：

9
5

6

60

▽ＦＬ

【
枠

外
高

】:
2

0
3

3
･1

9
0

0
1

3
3

2
5

【
扉

　
高

】:
1

9
9

2
･1

8
5

9
8

.5（
1

9
.5

）

0.5 0.5

9 12 【戸当内幅】：801

【有効開口】：753 63

36.1 2.5

【枠内幅】：825 25
【扉　幅】：8174.5 3.5

8.5（19.5）
【枠外幅】：875

8.5（19.5）

24
（35） 912

24
（35）

5.4
44 25 44

※ラッチ側のみ、戸当パッキン有

2
5

9

113

25

4
4

2
5

4
4

1
2

44 25 44
113

2
5

9

1
2

44 25 44
113

60

キーレックス仕様

※上記の有効開口は、レバーハンドルなしでの寸法です。※（　 ）は見切Aの場合
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固定枠

見切枠

親子ドア（木製枠）

固定枠

見切枠

親親ドア（木製枠）

正面図
縦断面図 横断面図

2.52.5 B

【
ラ
ッ
チ
高
】

：
95
6

25

25

14

12
12

8

365.4

▽ＦＬ

▽ＦＬ

▽ＦＬ

▽ＦＬ

3
25

11
2

36.1 2.52.9
41.5 25 D

正面図 縦断面図 横断面図
鴨居断面図

縦枠断面図

鴨居断面図

縦枠断面図

D25
B

25

25

C
44

25
A

【
ラ
ッ
チ
高
】

：
95
6

36.1 2.5

3
25

11
8.
5(
19
.5
)

5.4
44 25 44

14

8

2

365.4

130
5 5

7（10） 7（10）

【親扉幅】:721.5【子扉幅】:411.5
【枠内幅】:1145

25
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寸法図
薄壁枠　壁厚納まり
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寸法図
薄壁枠　壁厚納まり

固定枠139

固定枠149

固定枠113

※ボード2枚貼には対応できません。
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※枠は床に上のせにて施工してください。

見切枠　壁厚対応

寸法図

（図は壁厚115mmの場合） （図は壁厚130mmの場合）
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有・無 

有・無 

有・無 

本体・ 
丁番 

レバー 
ハンドル 

点検項目 経年劣化に伴う、具体的な事象 兆候有無 点検部位

・ 扉の開閉がしにくい（扉が枠にあたる）。 
・ 丁番の止めつけビスに緩みがある。 

ラッチ 
・錠前 

・ ラッチが滑らかに動かなくなった。 
・ ラッチが最後まで戻らない。 

・ ガタツキがある。 
・ レバーハンドルが下がる。 

・丁番・ヒンジまたはラッチの
変形や破損。 

・ 扉のガタツキ、脱落。 

・内部部品が破損して、ドアが
開閉できない。 

・ 閉じ込め。 

・内部部品が破損して、ドアが
開閉できない。 

・ 閉じ込め。 

■定期的な点検項目 
※製品の長期間の使用に伴い、部品等が劣化（経年劣化）を生じ安全上支障

が出るおそれがあります。 
　経年劣化による重大事故を防止し、製品を長く安全にご使用いただくため

に、お客様自身による以下の点検を実施いただきますよう、お願いします。 

ユーザー登録サービス 
このたびは DAIKEN 製品をお求めいただき誠にありがとうございます。
製品を末永く安全にご愛用していただくために、ユーザー登録をお願いいたし
ます。
ご登録いただいたお客様情報は、製品安全に関する大切なお知らせや暮らしに
役立つ情報を DAIKEN からご連絡する際に、ご利用させていただきます。   

ご登録いただくと、DAIKENのパーツショップ
取扱製品を通常価格の10％割引でご購入
いただけます。 

特典  パーツショップ製品10％割引 登録はこちらから 

////////////////////////////////////////////////////////////// 

ユーザー登録いただいた方には、
次の特典が受けられます  ユーザー登録は無料です︕︕ ユーザー登録は無料です︕︕ 

商品の保証について
商品保証とは、保証期間、保証内容の範囲において故障が発生した
場合に、無料で修理をお約束するものです。詳しくは、下記内容を
ご参照ください。
■対象商品
　おもいやりドア
■保証事項

通常の環境下で、弊社の施工説明書・取扱説明書に準じた正常な
施工・使用がなされている状態（前提条件）で、弊社の責任に起
因する製品不具合（保証期間参照）を無料で修理します。尚、本
内容は日本国内においてのみ有効です。

■保証期間
製品施工完了後2年とさせていただきます。弊社製品の施工完了後に
生じた、弊社の責任に起因する製品の不具合を、無料で修理する期間
としています。保証期間経過後の修理については有料となります。

■製品の不具合原因が次のような場合には、保証期間内であって
も保証対象外になります。
①建物の設計・施工に起因する不具合
②施工説明書に記載された方法以外の施工内容に起因する不具合
③自然現象・周辺環境等（※１）の不可抗力に起因する結露、腐

食、反り、割れ又はその他の不具合
④室内であっても部屋内外の温湿度差が著しく違う部位に取り付

けられたことによる隙間・反り・キシミ音などの不具合。
⑤極端に乾湿を繰り返したり、著しく高温・多湿となる部位に取り

付けられたことに起因する不具合
⑥建物自体の変形、入居後における増改築や改修等に起因する不具合
⑦入居者又は第三者の不適切な使用又は維持管理等に起因する不具合
⑧取扱説明書記載事項から逸脱した使用に伴う、消耗、磨耗、破

損、変形などによる不具合
⑨経時変化による通常一般的な当該保証対象品の変褪色、汚れ、さ

び、かび、劣化磨耗などの不具合
⑩用途外に使用された場合の故障および損害
　（例えば、一般家庭用を業務用に、屋内用を屋外に使用された場合等）
⑪犬・猫・鳥・鼠などの小動物の害に起因する不具合やキクイムシ

などの虫害に起因する不具合
⑫仕上げ面のキズなどの不具合で引渡し時に申し入れがなかった場合
⑬保証期間経過後の申し出、または不具合発生後速やかに申し出が

なかった場合
⑭製造時に実用化されていた技術では予測することが不可能な事象

に起因する場合
⑮離島などの遠隔地へ出張を要する修理を行う場合、出張に要する実費
⑯その他当該不具合の発生が弊社の責によらない場合
※１︓火災・地震・水害・落雷などの天災地変や、公害・塩害・ガス

害や異常な高温・低温・多湿・過乾燥などの周辺環境

木材を原料とする木質材料（合板、パーティクルボード、MDFな
ど）を加工して作られた内装ドアは、空気中の水分を吸収したり
放出したりすることにより、伸縮する特性を有しています。この
空気中の水分の吸収・放出は内装ドア周辺の温度、湿度等の環境
条件の変化に応じて発生するもの
であり、自然現象といえます。特
に、内装ドアの室内面側と室外面
側の環境条件が大きく異なる場
合、「反り」という現象が発生す
ることがあります。

ご使用の環境や設置場所によって「反り」が発生する場合があります。「反
り」の発生をできるだけ抑える方法として、次のことにご注意ください。
①エアコン、暖房器具等をお使いになる場合は、内装ドアに直接熱風、熱気

が当たらないようにしてください。
②夏場の冷房、梅雨時の除湿、冬場の暖房等により、室内と室外の環境条

件の差を極端に大きくしないでください。
③内装ドアに直接日光が当たる場合は、窓辺にカーテン、すだれ等を設けて

日光を遮ってください。
発生した「反り」は室内側と室外側の環境条件を近づける事によって、小さ
くなる事があります。

木質材料の性質について

木質ドアの「反り」について 「反り」の発生を出来るだけ抑える方法について

DAIKENのホームページアドレス　http://www.daiken.jp/ 2022.1 現在

ご相談窓口における
個人情報のお取扱い

大建工業株式会社及び大建工業グループ各社は、当社「個人情報の取扱いに関する方針（プライバシーポリシー）」に則ってお客様に関する個人情報を利用させていただく場合がございます。
（大建工業株式会社プライバシーポリシーに関しましては､当社ホームページに掲載しております｡） 尚､電話での相談に対し､折り返し電話をさせていただく時のためにナンバーディ
スプレイを採用しています。 またご相談内容を正確に把握し、適切に対応するために、通話内容を録音させていただくことがあります。

製品に関するお問合せは 部品交換・メンテナンス用品のご購入は

お客様センター




